
　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に

お
け
る
日
本
人
軍
人
・
軍

属
の
戦
没
者
数
は
お
よ
そ

２
３
０
万
人
と
さ
れ
る
。
戦

没
者
遺
族
援
護
の
道
が
開
け

た
の
は
、
終
戦
か
ら
７
年
が

た
っ
た
昭
和
２７
年
に
日
本
が

独
立
を
回
復
し
、『
戦
傷
病
者
・

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
』
が

制
定
さ
れ
て
以
降
の
こ
と
だ
。

　

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）

生
ま
れ
の
中
村
孟
さ
ん
は
、

戦
前
か
ら
鉄
道
省
に
勤
め
る

父
・
峰
司
さ
ん
の
仕
事
で
山

口
県
山
口
市
に
暮
ら
し
、
昭

和
１２
年
に

日
中
戦
争

が
始
ま
る

と
、
父
は

陸
軍
鉄
道

輸
送
指
令

部
に
召
集

さ
れ
た
。

峰
司
さ
ん
が
終
戦
の
わ
ず
か

４０
日
前
に
香
川
県
高
松
市
の

空
襲
で
戦
死
し
た
時
、
中
村

さ
ん
は
１３
才
だ
っ
た
。
母
は

５
人
の
子
ど
も
を
連
れ
千
葉

県
土
睦
村
（
現
睦
沢
町
）
の

父
の
実
家
に
戻
る
も
、
肩
身

が
狭
い
親
戚
と
の
同
居
と
食

料
・
物
資
不
足
に
辛
い
生
活

を
送
っ
た
。
遺
族
会
副
会

長
の
丸
島
弘
也

さ
ん
�
が
生
ま

れ
た
昭
和
１９
年

（
１
９
４
４
）
３

月
、
父
・
芳
夫
さ

ん
は
出
征
し
て
い

た
。
長
男
出
生
の

知
ら
せ
を
戦
地
に

送
っ
た
が
返
事
は

な
く
、
芳
夫
さ

ん
は
丸
島
さ
ん

の
顔
を
見
る
こ
と
の
な
い
ま

ま
、
昭
和
２０
年
１
月
に
西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死
。
丸

島
さ
ん
は
ま
だ
１０
カ
月
の

乳
児
だ
っ
た
。
丸
島
さ
ん
は

２
０
１
４
年
、
日
本
遺
族
会

主
催
の
慰
霊
友
好
親
善
団
の

一
員
と
し
て
西
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
を
訪
れ
て
い
る
。

　

中
村
さ
ん
の
母
は
遺
族
会

婦
人
部
の
第
２
代
部
長
で
、

丸
島
さ
ん
の
母
も
婦
人
部
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

た
。
中
村
さ
ん
も
丸
島
さ
ん

も
、
母
親
た
ち
が
仕
事
で
忙

し
い
な
か
遺
族
会
の
活
動
に

奔
走
す
る
背
中
を
見
て
育
ち
、

自
然
と
後
を
継
い
で
尽
力
し

て
い
る
。
現
在
、
遺
族
会
の

会
員
は
３
３
０
名
ほ
ど
。
そ

の
大
部
分
が
戦
没
者
の
子
で

高
齢
化
し
て
い
る
。

　

終
戦
７５
周
年
記
念
誌
『
あ

ゆ
み
』
は
、
５
名
の
編
集
委

員
に
よ
り
２
年
半
を
費
や
し

編
纂
さ
れ
、
茂
原
市
遺
族
会

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
戦
争

の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
証
言
を

多
数
掲
載
し
て
い
る
。「
戦
争

の
た
め
に
い
か
に
遺
族
が
苦

し
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
を
赤

裸
々
に
書
い
た
」
と
、
中
村

さ
ん
。
特
集
と
し
て
組
ま
れ

た
座
談
会
で
は
、
出
席
し
た

遺
族
１３
名
の
う
ち
「
父
親
の

遺
骨
が
帰
っ
て
来
な
い
」、「
写

真
で
し
か
父
の
顔
を
知
ら
な

い
」
人
が
８
名
。
出
席
者
の

父
親
が
亡
く
な
っ
た
時
の
母

親
た
ち
の
平
均
年
齢
は
２９
才

だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
「
大

黒
柱
を
失
い
、
寝
食
を
削
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
上
げ

た
母
親
の
苦
労
」
を
口
々
に

語
っ
て
い
る
。
丸
島
さ
ん
は
、

茂
原
公
園
の
忠
霊
塔
に
刻
ま

れ
る
１
４
０
０
柱
ほ
ど
の
戦

没
者
の
亡
く
な
っ
た
年
齢
、

年
月
日
、
場
所
を
調
べ
、
出

身
地
区
ご
と
に
名
簿
を
作
成

し
た
。
戦
没
地
は
、
北
方
シ

ベ
リ
ア
や
中
国
か
ら
南
方
の

島
々
ま
で
広
域
で
、
戦
没
者

は
終
戦
に
近
づ
く
ご
と
に
数

を
増
す
。
年
齢
は
１０
代
が
３３

柱
、
２０
代
が
６
８
６
柱
、
３０

代
が
３
６
２
柱
と
、
数
字
が

戦
争
の
惨
さ
を
見
せ
つ
け
て

い
る
。

　
『
平
和
の
語
り
部
』
活
動
に

は
、『
あ
ゆ
み
』
の
発
行
が
大

き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

記
念
誌
は
、
県
内
と
全
国
の

遺
族
会
、
長
生
郡
市
の
小
中

高
等
学
校
や
図
書
館
な
ど
に

贈
呈
さ
れ
、
６０
通
を
超
え
る

感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

の
中
に
は
「
今
後
、
悲
惨
な

戦
争
の
実
態
を
多
く
の
人
に

ど
う
伝
え
て
行
く
か
」
と
の

問
題
提
議
が
あ
り
、
そ
れ
が

若
い
世
代
へ
の
出
前
授
業
へ

と
結
び
つ
い
た
。

　

２
０
２
４
年
、
中
村
さ
ん

ら
は
市
内
小
中
学
校
校
長
会

に
出
席
し
、
平
和
の
語
り
部

の
出
前
授
業
の
受
け
入
れ
を

要
請
し
た
。
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
２
０
２
５
年
度
は
、
手
を

上
げ
た
中
学
校
３
校
と
小
学

校
３
校
で
実
施
。
講
師
は
、

中
村
さ
ん
、
丸
島
さ
ん
と
遺

族
会
会
長
の
清
水
博
也
さ
ん

�
の
３
人
が
務
め
た
。
授
業

で
は
『
戦
争
と
わ
た
し
た
ち
』

と
い
う
題
で
、
３
人

の
父
の
出
征
と
戦
死
、

戦
中
戦
後
の
家
族
の

暮
ら
し
や
市
内
の
掩

体
壕
な
ど
の
戦
争
遺

跡
に
つ
い
て
、
家
族

や
戦
地
か
ら
の
手
紙

な
ど
の
写
真
を
提
示

し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
に
丁
寧
に
語
り
か

け
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
る
子
ど
も
た
ち
に
は
涙
ぐ

ん
で
い
る
子
も
い
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
教

科
書
で
読
む
よ
り
、
実
際
に

話
す
の
を
聴
け
て
良
か
っ
た
」

「
平
和
な
今
の
暮
ら
し
が
昔
の

人
の
苦
労
の
上
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
」「
も
っ
と
詳
し

い
話
を
聴
き
た
い
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
感
想
が
届
け
ら

れ
た
。
丸
島
さ
ん
は
、「
非
常

に
真
剣
に
聴
い
て
く
れ
る
の

に
は
び
っ
く
り
し
た
。
ま
だ

幼
い
子
ど
も
た
ち
が
、
私
た

ち
が
話
す
こ
と
を
き
ち
ん
と

受
け
止
め
て
く
れ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
本
当
に

や
っ
て
み
て
良
か
っ
た
」。
中

村
さ
ん
は
、「
戦
後
８０
年
も

た
つ
と
歴
史
も
風
化
し
て
し

ま
っ
て
、
茂
原
に
飛
行
場
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
子

が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
説
明

を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
な
目
で
見
て
く
れ
ま

し
た
。
私
の
父
母
も
喜
ん
で

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

訪
れ
て
い
な
い
小
中
学
校
、

そ
し
て
高
校
で
も
是
非
や
り

た
い
。
今
後
と
も
平
和
を
守

る
た
め
、
こ
の
語
り
部
活
動

を
続
け
て
い
く
固
い
覚
悟
で

い
ま
す
」
と
言
葉
に
力
を
込

め
る
。　
　
　
　
　
　
（
石
井
）

問
茂
原
市
遺
族
会

・
中
村
さ
ん

☎
０
４
７
５
・
２２
・
３
９
１
８

・
丸
島
さ
ん  

メ
ー
ル

hiroyasangaya@mac.com

記
念
誌『
あ
ゆ
み
』

体
験
者
の
声
を

届
け
る

「平和は黙っていても降ってこない」

小中学校で平和の語り部活動
　　　　　　　　　　　　　             茂原市遺族会
　『茂原市遺族会』は昭和２２年（１９４７）の発足。アジア・太平洋戦争
戦没者の慰霊、遺族の福祉向上、恒久平和の確立などを目的として設立され
た。２０２１年には、終戦７５周年記念誌『あゆみ』を発行。その反響の
大きさから新たに『平和の語り部委員会』を立ち上げ、戦後８０年を迎えた
２０２５年度より、茂原市内の小中学校で戦争体験を伝える出前授業を行っ
ている。遺族会顧問で同委員会会長の中村孟さん�は「直接話すことが大切。
戦争を知らない若い世代が次の語り手となり、戦争の悲惨さ、平和の尊さを
語り継いでいってほしい」と願いを語る。

小学校での平和の語り部授業。左から講師を務める清水さん、中村さん、丸島さん

中村さん（左）と丸島さん

中村さん５才（左端）の家族写真。
Ｓ 12年７月、召集を覚悟した父・峰司
さんは家族写真を撮った。この１カ月後、
峰司さんは出征した
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写
真
家
の
し
っ
ぽ
な
さ

ん
、
ゆ
う
こ
さ
ん
の
二
人
が

運
営
す
る
『
フ
ォ
ト
キ
ッ
チ

ン
つ
ば
め
の
巣
』
は
、
ア
ー

ト
写
真
と
料
理
を
一
緒
に
楽

し
め
る
１
日
限
定
の
イ
ベ
ン

ト
。
し
っ
ぽ
な
さ
ん
は
「
私

た
ち
は
こ
れ
ま
で
グ
ル
ー
プ

展
な
ど
で
作
品
を
発
表
し
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、

展
示
会
だ
け
で
は
物
足
り
な

く
な
っ
て
。
も
っ
と
身
近
に

作
品
を
楽
し
め
る
ス
タ
イ
ル

は
な
い
か
と
思
い
、
料
理
の

仕
事
も
し
て
い
た
私
は
、
ブ
ッ

ク
カ
フ
ェ
の
よ
う
に
軽
食
と

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
の
組
み
合
わ

せ
を
考
え
ま
し
た
」
と
話
す
。

さ
ら
に
二
人
は
、
企
画
に
当

た
っ
て
県
内
外
で
活
躍
す
る

写
真
作
家
た
ち
に
も
声
を
か

け
た
。「
自
分
の
作
品
が
発
表

で
き
る
場
所
で
、
も
っ
と
楽

し
く
交
流
し
た
い
、
発
信
し

た
い
、
と
い
う
の
は
皆
同
じ

な
の
で
。
互
い
に
刺
激
し
合
っ

て
、
新
し
く
次
に
つ
な
い
で

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
は
今

年
５
月
、
千
葉
市
若
葉
区
の

カ
フ
ェ
に
て
。
こ
の
日
は
二

人
の
料
理
家
に
メ
ニ
ュ
ー
考

案
と
当
日
の
調
理
を
依
頼
。

数
量
限
定
の
ラ
ン
チ
プ
レ
ー

ト
や
ケ
ー
キ
は
、
体
に
優
し

い
自
然
な
も
の
や
旬
の
も
の
、

千
葉
産
な
ど
に
こ
だ
わ
っ
て

お
り
好
評
だ
っ
た
。
フ
ォ
ト

ブ
ッ
ク
は
出
展
者
そ
れ
ぞ
れ

が
用
意
し
、
参
加
者
た
ち
は

そ
れ
を
開
き
な
が
ら
和
気
あ

い
あ
い
と
歓
談
し
た
。「
フ
ォ

ト
ブ
ッ
ク
は
手
元
で
じ
っ
く

り
作
品
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

カ
フ
ェ
で
本
を
ゆ
っ
く
り
読

ん
で
過
ご
す
よ
う
に
、
写
真

作
品
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
」
と
し
っ
ぽ
な
さ
ん
。

　

次
回
は
８
月
８
日
㈯
、
市

原
市
五
井
の
京
葉
画
廊
。
今

回
は
し
っ
ぽ
な
さ
ん
に
よ
る

お
つ
ま
み
プ
レ
ー
ト
に
ア
ル

コ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

を
用
意
す
る
。
出
展
者
は
１０

名
、
う
ち
９
名
が
在
廊
予
定

だ
。
参
加
者
は
会
場
の
テ
ー

ブ
ル
で
軽
食
を
楽
し
み
な
が

ら
出
展
者
と
交
流
、
作
品
を

掘
り
下
げ
つ
つ
鑑
賞
で
き
る
。

販
売
も
あ
り
。
申
込
不
要
、

料
理
は
な
く
な
り
次
第
終
了
。

出
展
者
の
詳
細
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
：@tsubame516

に
て
。　
　
　
　
　
　
（
米
澤
）

●
フ
ォ
ト
キ
ッ
チ
ン
つ
ば
め

の
巣　

８
月
８
日
㈯　

１５
～

１９
時　

京
葉
画
廊
（
市
原
市

五
井
中
央
西
１
の
３
の
２０　

 

佐
川
ビ
ル
２
Ｆ　

五
井
駅
西

口
近
く
）　

入
場
無
料

 

写
真
作
家
た
ち
の
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク

　    

　
　
　 

軽
食
と
と
も
に
楽
し
む

　

前
回
に
続
き
、
感
動
と
興

奮
が
尽
き
な
い
「
名
画
」
を

ご
紹
介
。（
文
中
：
監
督
＝
Ｄ
、

俳
優
＝
Ａ
、
音
楽
＝
Ｍ
、
年

は
日
本
公
開
時
。
文
中
に
一

部
引
用
あ
り
）

●
「
翼
よ
！
あ
れ
が
巴
里
の

灯
だ
」
１
９
５
７
年
（
Ｓ
３２

年
）
米
国　

Ｄ
ビ
リ
ー
・
ワ

イ
ル
ダ
ー　

Ａ
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ス
テ
ュ
ア
ー
ト　

１
３
８
分

１
９
５
４
年
に
ピ
ュ
ー
リ
ッ

ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し
た

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ

の
著
作
を
原
作
と
し
た
伝
記

映
画
。
歴
史
的
な
大
西
洋
単

独
無
着
陸
飛
行
を
描
く
。
こ

れ
ま
で
の
彼
の
来
歴
を
回
想

す
る
飛
行
前
夜
、
１
９
２
７

年
５
月
２０
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
飛
行
場

の
困
難
な
離
陸
、
睡
魔
や
機

体
の
着
氷
、
誤
差
が
増
大
す

る
推
測
航
法
と
の
苦
闘
を
越

え
、
つ
い
に
翌
日
、
５
８
１
０

㎞
・
３３
時
間
半
の
飛
行
を
一

人
で
や
り
切
り
、
パ
リ
の
ル
・

ブ
ル
ジ
ェ
空
港
に
到
着
す
る
。

２
０
０
６
年
「
感
動
の
ア
メ

リ
カ
映
画
ベ
ス
ト
１
０
０
」

で
６９
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
有

名
な
日
本
語
タ
イ
ト
ル
は
翻

訳
家
が
つ
け
た
妙
訳
で
、
リ

ン
ド
バ
ー
グ
の
セ
リ
フ
で
は

な
い
そ
う
だ
。

●
「
ド
ク
ト
ル
・
ジ
バ
ゴ
」

１
９
６
６
年
（
Ｓ
４１
年
）
英

国
・
米
国
・
イ
タ
リ
ア　

Ｄ

デ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
リ
ー
ン　

Ａ

オ
マ
ー
・
シ
ャ
リ
フ
、
ジ
ュ

リ
ー
・
ク
リ
ス
テ
ィ　

Ｍ
モ
ー

リ
ス
・
ジ
ャ
ー
ル　

１
９
７

分　

原
作
は
ロ
シ
ア
の
作
家
、

ボ
リ
ス
・
パ
ス
テ
ル
ナ
ー
ク

に
よ
る
１
９
５
７
年
の
同
名

小
説
で
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

受
賞
作
品
。
第
一
次
世
界
大

戦
と
内
戦
中
の
ロ
シ
ア
で
、

医
師
の
ユ
ー
リ
・
ジ
バ
ゴ
と
、

恋
人
ラ
ー
ラ
の
翻
弄
さ
れ
る

生
涯
を
追
っ
た
歴
史
ド
ラ
マ
。

第
３８
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
作

曲
賞
や
衣
装
デ
ザ
イ
ン
賞
な

ど
５
部
門
受
賞
、
第
２３
回
ゴ
ー

ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
賞
で
は
作

品
賞
・
監
督
賞
・
主
演
男
優

賞
な
ど
５
部
門
受
賞
。
数
奇

な
二
人
の
運
命
と
周
囲
の
登

場
人
物
の
人
間
性
を
掘
り
下

げ
た
物
語
は
高
評
価
を
得
、

挿
入
曲
「
ラ
ー
ラ
の
テ
ー
マ
」

の
大
ヒ
ッ
ト
も
あ
り
、
映
画

は
世
界
的
人
気
を
博
し
た
。

ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
が
傑
作

と
評
す
る
作
品
の
ひ
と
つ
。

●
「
地
獄
の
黙
示
録
」
１
９

８
０
年
（
Ｓ
５５
年
）
米
国　

Ｄ
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ー
ド
・

コ
ッ
ポ
ラ
（
製
作
・
脚
本
）　

Ａ
マ
ー
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
、
ロ

バ
ー
ト
・
デ
ュ
ヴ
ァ
ル
、
マ
ー

テ
ィ
ン
・
シ
ー
ン　

１
９
６

分　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
下
の

１
９
６
９
年
を
舞
台
と
し

た
、
戦
争
の
闇
と
狂
気
を
壮

大
な
叙
事
詩
的
映
像
で
作
り

上
げ
た
作
品
。
第
５２
回
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
撮
影
賞
・
音
響
賞
、

第
３７
回
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー

ブ
賞
監
督
賞
・
助
演
男
優
賞
・

作
曲
賞
、
第
３３
回
英
国
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
監
督
賞
・
助
演
男

優
賞
、
第
３２
回
カ
ン
ヌ
国
際

映
画
祭
パ
ル
ム
・
ド
ー
ル
な

ど
を
受
賞
。
原
作
小
説
で
あ

る
ジ
ョ
ゼ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド

の
『
闇
の
奥
』
で
は
、
１９
世

紀
後
半
の
ア
フ
リ
カ
・
コ
ン

ゴ
が
舞
台
だ
っ
た
が
、
コ
ッ

ポ
ラ
監
督
が
多
く
の
神
話
的

イ
メ
ー
ジ
や
文
学
作
品
の
モ

チ
ー
フ
を
入
れ
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
批
判
的
作
品
と
し
た
。

公
開
時
は
否
定
的
意
見
も
多

か
っ
た
が
、
全
世
界
で
大
ヒ
ッ

ト
を
記
録
し
、
現
在
で
は
ア

メ
リ
カ
映
画
史
上
、
重
要
な

作
品
と
さ
れ
て
い
る
。

黛葉（まゆずみ・よう）
茂原市在住。1942 年生。
元映画配給会社宣伝プロ
デューサー。現役時代は年
200 本以上を鑑賞、放送さ
れた洋邦画の録画 DVDは
1100 枚以上にのぼる。


